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２０１８年１月２２日 １７時半より福利厚生棟職員休養室にて女性医師交流会を開催しました。

「女性医師交流会」は、日頃から女性医師の皆様が抱えている、仕事や子育ての悩みなど、 普段はゆっくり話す機会のな

い女性医師達で お茶をしながら色々とお話しし交流しましょう！という会で、昨年度より始めています。

当日は、女性医師１５名の参加があり、仕事や家庭から離れ、ゆっくりとしたひと時が過ごせました。

始めに花田麻里先生から、これまでのキャリアや私生活に ついてのお話しをいただきました。日頃おなじ病院に勤務して

いる女性医師たちですが、所属する科が違うとなかなか話をする機会がないとのことで、皆さん、花田先生のお話に聞き

いっていました。その後、参加者全員の自己紹介、懇談へと続き、仕事や家庭・子育て、プライベートに関する話を軽食を

取りながら和やかに歓談されていました。参加された女性医師からは「他の科の先生と交流ができてよかった」「同じ悩みを

持っている女性医師と話ができて

よかった、また参加してみたい」と

いった感想をいただきました。

消化器・小児外科学講座教授 猪股先生よりセミナー参加のご報告がありましたので、ご紹介いたします。

2018年1月27日・28日の2日間にわたり、女性外科医のための手術トレーニングセミナー（Master Class for AEGIS-

Women）が開催されました。

外科という診療科は内科に比べ女性の割合は少ないものの、手術手技を極めたいと熱心に取り組む女性外科医は決して少

なくありません。しかし、家庭や子供を持っている場合、遠隔地の限られた施設で開催される動物を用いた手術トレーニ

ングセミナーへ参加するのは、なかなか難しいのが実情です。

今回、消化器外科女性外科医の会（AEGIS for Women）およびサポート企業（コビディエン）とタイアップして、東京に

て「内視鏡外科手術セミナー」を開催しました。セミナー会場では託児所の臨時設置とキッズセミナーを準備し、 母親は

手術トレーニング、子供達は未来の外科医を目指してキッズセミナーを受講できるようにプログラムしており、セミナー

終了後は親子での懇親会と、子ども同伴での参加ができる企画が特徴です。 全国から３０名の女性外科医（研修医から卒

後２５年目まで）が参加し、とても楽しく学ぶことができました。大分県からは、卒後１２年目で大分岡病院消化器外科

勤務の蔀 由貴先生が参加しました。また、インストラクターは、私を含め全国から６名の男性及び女性外科医で担当を

しました。

女性の社会での活躍が目覚ましい昨今、外科医療の分野でも、女性医師のさらなる活躍を心より期待して応援したいと思

います。
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復職支援の一環としてmoodleを利用したe-learningの受講ができるよう

になりました。

現在、出産・育児等で休職中の方や出産・育児休暇の取得をお考えの方

で受講を希望されるかたを募集しています。受講には登録が必要となり

ます。受講希望の方は、メールにて女性医療人キャリア支援センターま

でご連絡ください。

お申込・お問合せ先 mail:carsupport＠oita-u.ac.jp
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２月１４日と２２日に、「キャリアパス相談会」を開催しました。この会は医学部５年生と大分大学医学部附属病院に

勤務する女性医師の交流会で、軽食をとりながら少人数で進路などの相談が出来る会です。女子学生には大学病院にお

ける臨床実習中には聞けなかった進路選択や、家庭・育児などとの両立についてなど、不安に思っていることなどを直

接聞ける貴重な機会です。

１４日、２２日の２日間で、学生１９名と女性医師１２名が参加しました。

会の初めに現役女性医師のお話として、１５日には耳鼻咽喉科の立山先生が、２２日には循環器内科の長野先生が、ご

自身の医学生時代のこと、診療科を選択する時のこと、そして結婚を決めた時のことや子育てと仕事の両立、現在の生

活のことなど、赤裸々に話して下さいました。参加された学生さんや先生方は、時に笑いあり、時には深く頷きながら

お話に引き込まれていました。

その後、自己紹介を挟んで、学生さんから事前にだされた質問に女性医師が回答をされ、その中で新たな質問も出て

きました。初めは恥ずかしそうにしていた学生さんも徐々にうちとけていき、会の中盤からは普段ではなかなか聞けな

いような質問もでてきて、盛り上がりました。

参加いただいた女性医師の皆さんも、丁寧にご自身の昔を思い出しながらアドバイスをしていました。

学生さんたちは「診療科の選択」「結婚・出産の時期」「パートナーとの出会い」などに興味があったようで、細かい

ところまで質問する姿が印象的でした。

参加した学生からは「色んな先生方のお話を伺えて、すごく参考になりました」「先生方の実体験をお聞きして、こ

れから先のキャリアを考える上でとても参考になりました」「普段患者さんや病気の話しかしたことのない先生方とプ

ライベートな話ができてうれしかったです」 「想像していたより具体的に話して頂けてとてもタメになりました」

「今回参加されなかった先生方とも機会があればお話しさせていただきたい」などの感想をいただきました。


